
 

 

 

 

 

 

第 227 回 東三河午さん交流会を次のとおり開催いたします。 

日 時：２０２２年１１月４日（金）１１：３０～１３：００ 

場 所：ホテルアークリッシュ豊橋 ４階「ザ・テラスルーム」 

講 師：NPO 法人ひとすじの会 事務局長  杉浦 博人氏 

    「群像劇 『神野新田物語』 ～逆境に生きた人々～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ですから、 

 

 

 

★参加会費 3,000 円 [お食事付き]   ※午さん会の年間会員：無料 

★定員 ４０名（会場内 50％確保）お申込みは先着順の受付となります。 

★参加ご希望の方は、FAX または E-mail にてお申し込み下さい。なお、前日 17 時以降 

のキャンセルにつきましては、後日会費の請求を申し上げますのでご了承下さいませ。 

《申込先》東三河懇話会（担当：小野）E-mail: ono@konwaka i . jp  TEL(0532)55-5141  

主催 : 東三河懇話会／(公社)東三河地域研究センター 

第 227 回 東三河午さん交流会  参加申込書      ＦＡＸ（０５３２）５６－０９８１ 

会社・団体名  

所属・役職名  

氏  名  電話番号  

 

ひとすじの会は、穂の国とよはし芸術劇場プラットが駅前にできたことをきっかけに、

演劇でまちを元気にしようと２０１５年（平成２７年）に活動を始めました。活動の基本

は、①市民の手で演劇を創り上げること、②豊橋の今を創り上げた近代の先達を主人公に

すること、この二つです。豊橋の近代の歴史において特徴的な事柄は、製糸業の繁栄と軍

都としての発展です。また明治２６年、神野金之助により建設され、その後、昭和２１年

まで神野三郎によって経営された「神野新田」の開拓も忘れることはできません。 

わたしたちは、玉糸製糸を二川で始めた女性経営者：小渕しちの物語「ひとすじの糸」

の上演後、広大な干拓地を農民と共に全国屈指の優良な農地に変えた神野三郎の一代記

「神野新田物語」３部作に取り組みました。３部作としたのは、６０年に渡る新田開拓の

歴史を一回の公演で表現しきることは到底できなかったからです。日本一早く実現した

農地解放と戦後の三河港建設へとつながる最終話（12 月公演）について、お話します。 

≪講師より≫ 

 

東三河午さん交流会のご案内 

☆ご参加される皆様へお願い☆ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、 

・感染防止対策を講じた上で開催いたしますが、マスクの着用、アルコール消毒にご協力ください。 
・開催に際して一部変更する場合がございます。その場合は再度お知らせをいたしますが、弊会ホーム 
ページにも掲載をいたしますのでご確認いただけると幸いです。 


